
堺市障害者相談支援専門員協会 ９月定例会 

 

 

 

 

※当協会の会員以外に、堺市内で障害のある方の相談支援に従事する方や、指定相談支援事業所等の相談支援専門員もご参加い

ただけます。ご関心、ご興味のある方は、ぜひ以下のメールアドレスまでお問い合わせください。 

※堺市障害者相談支援専門員協会の定例会は、会員の年会費によって運営しています。ご入会のお問い合わせは、こちらまで ↓↓  

堺市障害者相談支援専門員協会 事務局（メールでのお問い合わせにご協力ください） 

 E-MAIL：sakai.soudanshien@gmail.com 

これまでの定例会では、障害に特化した社会資源を取り上げてきましたが、障害のある人も市民であり、さまざまな社会資源を

利用しています。障害があってもなくても、ひとりの人として自然体で受け止めてくれる社会資源を知り、そのノウハウに触れるこ

とは相談員の資質を高めるとともに、障害当事者の地域生活に豊かさをもたらしてくれるきっかけになると思います。 

９月の定例会は、一般財団法人泉北のまちと暮らしを考える財団を設立し、南区高倉台に「まちの家事室」としてシェアスペース

『泉北ラボ』を OPEN された宝楽氏を講師に招き、『泉北ラボ』の理念やビジョン、子どもから高齢者、障害のある人も障害のない

人も、地域みんなで関わり合い、生き合う（行き合う）プロジェクトについてお話を伺います。 

 

◎ 令和４年９月１６日(金) １８時３０分～２０時３０分 

◎ オンライン開催(zoom)    ※ミーティング IDについては、後日チャットワークにてお知らせします 

◎ 講師： 宝楽 陸寛氏  

NPO法人 SEIN コミュニティ LAB 所長。一般財団法人泉北のまちと暮らしを考える財団 代表理事。 

ビジネスからボランティアまで情報発信や組織運営のコンサルティングとして活動。特にＮＰＯや市民と行政、企業が 

恊働で地域課題を解決し、人やまちが元気になるコミュニティづくりを進めている。 

コーヒー飲んだり 

クラフトビール飲んだり 

洗濯したり 本を読んだり 

 

集まったり 会議したり 

あげたり もらったり… 

 

  そんな場所が南区にありました 

 

 

ヒト モノ コト が出会う広場的空間 

 

泉北ラボ 


